
不
動
産
な
ん
で
も
相
談

【
遺
言
っ
て
ど
ん
な
人
が
必
要
な
ん
で
す
か
？
】

最
近
、
遺
言
の
話
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
聞
く
の
で
す
が
、
具
体

的
に
は
ど
ん
な
人
が
ど
の
よ
う
な
形
で
遺
言
を
残
し
た
ほ

う
が
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
そ
の
書
き
方
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

お
答
え
し
ま
す
。
ま
ず
は
最

初
に
、
こ
ん
な
方
は
確
実
に

遺
言
を
残
し
た
ほ
う
が
良
い
、

と
言
う
よ
り
む
し
ろ
残
さ
な

い
と
問
題
に
な
る
方
を
挙
げ

て
、
そ
れ
か
ら
具
体
的
に
そ

の
内
容
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
は
こ
ん
な
方
で
す
。

【
こ
ん
な
方
は
遺
言
が
必
要
】

一
、
お
子
様
が
い
な
い

二
、
前
妻
に
引
き
取
ら
れ
た

子
供
が
い
る

三
、
相
続
人
に
行
方
不
明
が

い
る

四
、
嫁
に
財
産
を
残
し
た
い

五
、
あ
の
子
だ
け
に
相
続
さ

せ
た
い
（
妻
の
連
れ
子
に
財

産
を
残
し
た
い
）

お客様からの生の声

地
域
イ
ベ
ン
ト
情
報

六
、
内
縁
の
妻
に
財
産
を
残

し
た
い

以
上
が
遺
言
が
必
要
な
方
で

す
。
こ
こ
で
挙
げ
た
こ
と
に

当
て
は
ま
る
方
が
い
れ
ば
す

ぐ
に
お
知
り
合
い
の
司
法
書

士
に
ご
相
談
下
さ
い
。

で
は
こ
れ
か
ら
何
故
こ
れ

ら
の
事
例
の
方
に
遺
言
が
必

要
か
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

但
し
、
今
回
は
来
月
と
二
回

に
分
け
て
説
明
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

＊このお客様からの生の声は、私共がお世話させて頂き
ましたお客様よりアンケートで寄せられたものです。質問
は「当社に対しての意見、要望（お叱り・クレームな
んでも結構です！勿論お褒めも！）」と言う内容です。

発
行
所

加
来
不
動
産
（有
）

発
行
者

加
来

寛

小
倉
南
区
守
恒
二-

一-

十
七

(093

）九
六
二
―
五
八
一
一
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今月に入ってから賃貸の動きが出てきたような感じです。ですが、他の同業者に話を聞くと、

例年に比べて年々転勤者が少なくなってきている、とのこと。賃貸市場もこれからどうなるか

分かりません。ただ、入居者（顧客）への満足度と入居率は深い関係があるようですよ。

【
門
司
レ
ト
ロ
ふ
ぐ
フ
ェ

ア
開
催
中
！
】

遺
言
後
半

ま
ず
始
め
は

一
、
お
子
様
が

い
な
い
方

で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス

は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
言
い
換
え
れ
ば
一
番
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
い
ケ
ー
ス

と
言
う
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由

は
「
相
続
財
産
は
奥
様
（配
偶

者)
の
み
で
は
な
い
」
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
奥
様
以
外
の
相
続
人

が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
相
続
人
と
は
、
場
合
に
よ

り
ご
両
親
、
兄
弟
姉
妹
、
甥

姪
で
す
。
何
だ
そ
れ
だ
け
か

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
や
や
こ
し
く
な
る
と

左
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
亡
く
な
っ
た
方
の
ご

両
親
も
亡
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
場
合
は
、

奥
様
と
亡
く
な
っ
た
方
の
兄

弟
姉
妹
６
人
（
四
角
で
囲
っ

た
と
こ
ろ
）
で
相
続
に
な
り

ま
す
。
既
に
こ
れ
だ
け
の
相

続
人
が
存
在
す
る
わ
け
で
す
。

普
段
か
ら
付
き
合
い
が
あ
っ

て
話
し
が
出
来
る
な
ら
ま
だ

良
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ

う
は
い
か
な
い
ケ
ー
ス
の
ほ
う

が
多
い
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
や
や
こ
し
く
な
る
と

裏
面
の
よ
う
な
状
態
に
な
り

ま
す
。
こ
う
な
る
と
ハ
ッ
キ
リ

言
っ
て
手
が
付
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

●
「
ふ
ぐ
鍋
」無
料
試
食
会

・
二
月
十
三
日
（
日
）

・
午
前
十
一
時
～

・
海
峡
プ
ラ
ザ
に
て

ふ
ぐ
フ
ェ
ア
名
物
に
な
っ
た

ふ
ぐ
鍋
が
先
着
５
０
０
名
に

無
料
試
食
出
来
る
と
の
こ

と
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
鍋

で
食
べ
る
ふ
ぐ
は
又
格
別
と

か
。

●
「
ふ
ぐ
ひ
れ
酒
」
無
料
振

る
舞
い

・
毎
週
日
曜

・
午
前
十
一
時
～

・
門
司
港
ホ
テ
ル
入
り
口
前

先
着
１
０
０
名
様
で
す
。
日

曜
で
な
け
れ
ば
私
も
行
き

た
い
で
す
ね
え
。
残
念
！

事務の加来
ゆかりです。
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三
、
相
続
人
に
行
方
不
明
が

い
る
場
合
、
不
在
者
で
あ
る

こ
と
を
十
分
に
調
査
し
、
不

在
社
の
戸
籍
謄
本
等
の
書
類

を
揃
え
不
在
者
財
産
管
理

人
の
選
任
を
家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
ま
す
。
管
理
人

が
選
任
さ
れ
る
と
、
管
理
人

を
交
え
て
遺
産
分
割
協
議

を
し
更
に
こ
の
協
議
に
つ
い
て

裁
判
所
の
許
可
を
得
ま
す
。

例
え
ば
、
不
動
産
を
不
在
者

抜
き
で
相
続
す
る
な
ら
、
不

在
者
の
相
続
分
相
当
額
を

管
理
人
が
通
帳
に
預
金
を

し
て
管
理
を
し
、
裁
判
所
に

定
期
的
に
管
理
の
状
況
を

報
告
す
る
義
務
を
負
い
ま
す

こ
れ
ら
の
例
は
実
際
頻
繁
に

起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
し

か
し
上
手
に
遺
言
状
を
活

用
す
れ
ば
ど
れ
も
未
然
に

防
げ
ま
す
。
遺
言
状
の
存
在

を
知
っ
て
い
て
も
活
用
し
な

け
れ
ば
知
ら
な
い
の
と
同
じ

こ
と
で
す
。

残
り
の
四
、
五
、
六
、
と
書

き
方
は
来
月
の
加
来
新
聞
に

て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
回
協
力
し
て
頂
い
た
大
賀

雪
子
司
法
書
士
が
無
料
セ

ミ
ナ
ー
【
人
生
わ
く
わ
く
旬

の
講
座
・
遺
言
状
・
相
続
・
贈

与
・
念
書
】
を
開
催
し
ま
す
。

◆
二
月
二
十
一
日
（月
）

◆
午
前
十
時
～
十
二
時
迄

◆
若
園
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
南
区
役
所
横
）

大
賀
雪
子
司
法
書
士
事
務

所
（
九
六
一
ー
三
二
二
五
）

この本は、基本的には不動産会社が見る本ではなく大家さんが
見る本ですが、やはり気になります。読んでみると当然立場は大
家さん側の発想で書いていますので、悪い不動産会社の見分け
方や古くからある不動産独特の訳の分からない習慣など、私達が
見るとチクッとする内容も当然ありましたが、得るものは多かった
です。やはり色んな方向で自分達の立ち位置を見ないことには、
この溢れんばかりの情報社会の中では確実に取り残されていくで
しょう。現在は実際にこれを参考にさせてもらって、空室対策を実
行したりと早速新たな取り組みをしています。色んな意味で大きく
貢献してくれた本です。この著者は「大家も経営者と同じだ！」と
強く訴えており、こんな事を言っておりました。「大家さんは、お
客を集める仕組み、成約する仕組み、そしてお客様を常に満足
させ続ける仕組みが必要。」と。これがなかなか出来ずに苦労し
ているわけですが、読んでみて思ったのがやはり、常に考え行動
し、少なからず自分の財産に責任を持つという意識が必要だなあ、
と。私に言い換えれば前半は同じだと思いますが、後半は「自分
の仕事にプロ意識を持つ」と言うことでしょうか。日進月歩で進む
世の中を突き進むには、それを追い越す勢いで成長していかな
いといけませんね。まだまだ顔晴ります！！

先月グッときた本の紹介

浦田 健著 日本実業出版社

加
来
感
動
日
記

先
月
の
課
外
活
動

加
来
の
独
り
言

『「金持ち大家さん」だけが知っている空室が満室に

変わる究極の方法』

先
月
読
ん
だ
書
籍

「
空
室
が
満
室
に
変
わ
る
究

極
の
方
法
」
（
浦
田
健
著

日

本
実
業
出
版
社
）

「
採
用
の
プ
ロ
が
教
え
る
で
き

る
人
で
き
な
い
人
」
（
安
田
佳

生
著

サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

「
小
さ
な
こ
と
か
ら
会
社
は

変
わ
る
」（
丸
山
敏
秋
著

PH
P

研
究
所
）

「
２
８
歳
か
ら
の
リ
ア
ル
・
マ

ネ
ー
」
（
人
生
戦
略
会
議

W
A
V
W

出
版
）

「
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
」（
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ロ
ビ
ラ
著

ポ
プ
ラ
社
）

図
の
下
に
枠
で
囲
っ
た
網
掛
け

部
分
が
相
続
人
に
な
り
ま
す
。

総
勢
１
６
人
で
す
。
こ
れ
は
大

袈
裟
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
二
、
前
妻
に
引
取
ら
れ

た
子
供
が
い
る
場
合
、
図
で

表
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
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こ
の
ケ
ー
ス
だ
と
、
前
妻
と
の

お
子
様
に
も
相
続
権
が
あ
り

ま
す
の
で
、
相
続
人
は
奥
様

を
入
れ
て
４
人
に
な
り
ま
す
。

【
加
来
寛
の
感
動
体
験
】

一
月
、
正
月
休
み
最
後
の
二

日
間
で
湯
布
院
に
妻
と
温
泉

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
湯
布

院
は
大
晦
日
に
大
雪
が
振
り

動
き
が
取
れ
な
い
状
況
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
私
達
が
行
っ

た
と
き
は
若
干
雪
が
残
って
い

る
程
度
で
し
た
。
そ
ん
な
中

夕
日
を
眺
め
な
が
ら
入
った
露

天
風
呂
は
「感
動
」の
一
言
！

最
高
で
し
た
。

【
山
川
晴
生
の
感
動
体
験
】

長
期
空
物
件
に
対
し
て
社
員

全
員
で
一
室
を
モ
デ
ル
ル
ー
ム

に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
で

い
か
に
安
く
美
し
い
室
内
に

変
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
考
え

ま
し
た
。
完
成
し
た
と
き
は
凄

く
嬉
し
か
った
で
す
。
チ
ャ
ン
ス

を
頂
い
た
の
で
一
日
で
も
早
く

決
め
る
ぞ
！
と
言
う
気
持
ち

で
今
は
顔
晴
って
い
ま
す
。

【
加
来
ゆ
か
り
の
感
動
体
験
】

何
と
何
と
！
お
正
月
の
ぐ
う
た

ら
の
せ
い
で
体
重
増
！
こ
の
ま
ま

で
は
危
険
・
・
・。
何
せ
今
年
の
目

標
に
も
健
康
を
う
た
っ
て
い
る
私

と
し
て
は
何
と
し
て
も
痩
せ
な
け

れ
ば
と
思
い
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

は
す
ぐ
に
挫
折
し
て
し
ま
う
の
で

朝
は
果
物
、
昼
は
飲
料
＋
ダ
イ

エ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ー
、
夜
は
腹
八
分
位

そ
し
て
２
０
分
の
ス
ト
レ
ッ
チ
の
生

活
を
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
１
日

で
何
と
１
キ
ロ
減
！
驚
き
と
嬉
し

さ
で
益
々
や
る
気
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
の
調
子
で
顔
晴
る
ぞ
！

【一
月
十
五
日
】
・
・
・サ
ン
ス

カ
イ
ホ
テ
ル
に
て
素
心
塾
（
素

心
塾
と
は
、
素
直
な
心
を
学

ぶ
事
を
目
的
と
し
た
場
で
す
。

宗
教
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【一
月
二
十
一
日
】
・・
・
北
九

州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「任
せ
の

経
営
、
儲
け
る
秘
訣
」

山
田
昭
男
氏
講
演

年
初
の
目
標
が
ひ
と
ま
ず

全
員
が
ク
リ
ア
で
き
ま
し

た
！
「継
続
は
力
な
り
」今

後
の
気
を
抜
か
ず
に
、
お

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
続
け
て
い
く
つ
も
り
で

す
。




